
資料３

平成２６年度の取組み(見込み) 平成２７年度の取組み(案)     　　太字：新規及び充実施策

「中央区の森（南郷地区）」で村有林4.9haを活
用した森林保全活動
・間伐作業    0.5ha
・下刈り作業　1.5ha
・歩道新設    650m
・広葉樹植樹  125本(0.13ha)

「中央区の森（南郷地区）」で村有林4.9haを活用した森
林保全活動
・広葉樹育成作業  0.7ha
・下刈り作業　2.0ha
・歩道新設   400m
・広葉樹植樹 1425本(2.63ha)

「中央区の森（数馬地区）」で民有林37.4haを
活用した森林保全活動
・間伐作業    2.0ha
・下刈り作業  5.6ha
・作業路整備 1,200m
・花が見られる森づくり(植栽計画策定)

「中央区の森（数馬地区）」で民有林37.4haを活用した
森林保全活動
・間伐作業   3.0ha　・下刈り作業 6.6ha
・作業路整備 1200m
・花が見られる森づくり(植栽実施)
(植栽種)ヤマブキ、ホタルブクロ、ハンショウヅル、
　ムラサキシキブ、ユキノシタ、キバナアキギリ

・親子向けに中央区の森を題材として、自
　然環境について学んでもらうイベント
　「もりもりフェスティバル」を8/4～8/10
　に実施。来場者数:933人
・一般向けに檜原村の見どころや文化、紅
　葉情報等を紹介するイベント「檜原村紹
　介展」を10/15～11/3に実施。
　来場者数:508名
・環境情報センターに檜原村コーナーを設置

・「もりもりフェスティバル」他イベントの充実。

・檜原村との連携による「檜原村紹介展」の実施
施策２

事業者参加の促進
　実績　1事業者
　8/21 事業者向けに説明会を開催

事業者参加の促進
・年間3団体募集

施策３

・区内事業者や区民との協働により環境情報
　センターに設置するベンチ・テーブル等を
　製作した。
・区内公共施設における、中央区の森の間伐
　材や多摩産材などの利用推進。
・区内部で様々な施設での間伐材利用拡大を
　図るための仕組みを検討。

・改築中の豊海小学校において内装材等(図書室の本棚等を
予定)に中央区の森産材を使用。

施策４

・公共施設のベンチ　13基 ・公共施設のベンチ等 施策５

中央区の森体験ツアー
　　春:32名参加(応募者40名)
　　秋:12名参加(応募者15名)
中央区の森親子自然体験ツアー
　　　 32名参加(応募者80名)

中央区の森体験ツアー
　　春・秋の2回開催
　　　各回35名募集
中央区の森親子自然体験ツアー
　　夏に開催　35名募集

施策６

「中央区森の応援団」との協働による檜原村の
文化・伝統・人々との交流を中心としたツアー
の実施。　30名参加(応募者35名)

「中央区森の応援団」との協働事業実施により、中央区
の森や檜原村に区民や区内事業者等が訪れる仕組み作り
を検討する。

施策７

小学校での学習
・中央区の森で採取したどんぐりの育成を
　実施するとともに、教育広報誌にて活動
　内容を紹介。

区内小中学生の中央区の森事業への参加
・小学校および中学校で檜原村のどんぐりを育成する。
・どんぐりを配布した学校に森林保全について理解を深
めてもらうため、パンフレットの配布等の情報提供を行
う。

施策８

実施プログラム
２０１５

施策１

中央区の森環境
ふれあい村構想(抜粋）

施策・内容 施策・内容

                                                        
〈森林保全の支援方策〉 

 
・整備支援の拡大 
 
 
 
 
 
 
・区内事業者の環境学習 
 森林体験の場としての活用 
 
 
 
 
 
・「中央区の森」のデザイン化 

 
〈木材資源の利活用方策〉            

  
・間伐材の有効利用 
 
 
・公共土木材等への活用 
 
 
 

 

〈地域の自然・文化などの体験と交流促

進のための方策〉 
  

 
・地域資源を取り込んだ新たな 

 プログラムの充実 
 
・小学校での学習 
 
 

継続 

新規 

継続 

継続 

充実 

充実 

継続 

継続 

充実 


